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ご
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

岩
手
県
医
療
局
労
働
組
合（
県
医
労
）は
、
心

か
ら
み
な
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
。
人
生
に
お
け

る
新
た
な
第
一
歩
。
期
待
と
緊
張
の
日
々
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

職
場
で
は
、「
お
ぼ
え
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
！
」。「
大
丈
夫
か
な
？
」
と
少
し
不
安
に
感

じ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
誰
で
も
み
ん
な
同

じ
で
す
。
一
ヶ
月
後
、
二
ヶ
月
後
に
は
き
っ
と

今
と
違
う
自
分
が
い
て
、
笑
顔
が
増
え
て
い
た

り
、
躊
躇
な
く
話
し
か
け
ら
れ
る
自
分
に
気
づ

く
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
環
境
に
慣
れ
る
こ
と

が
大
事
と
、
自
分
自
身
を
励
ま
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
津
波
か
ら
６
年
余
。
被
災

し
た
県
立
病
院
の
再
建
が
進
み
、
全
国
の
労
働

組
合
の
仲
間
も
注
目
し
、
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。
自
ら
が
被
災
し
て
い
な
が
ら
、
寒
い
屋
上

で
の
お
世
話
や
搬
送
な
ど
患
者
さ
ん
を
第
一
に

行
動
し
守
っ
た
仲
間
は
、
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。

　

県
医
労
は
、
元
気
で
働
き
や
す
い
職
場
・
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
よ
り
良
い
職
場
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

み
な
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
県
医
労
の
仲
間

と
し
て
組
合
に
加
入
し
、
一
緒
に
力
を
あ
わ
せ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

新採用者のみなさんへ
中央執行委員長　中野るみ子　

　女性部ではみんなで集まっておいしい

ものを食べたり、旅行をしたり、「楽しく」

を目標にしています！「グチ」も磨けば

要求になります。一緒に楽しく活動しま

しょう。

　皆さん、初めまして。青年部では、ス

キー・スノボ交流会や旅行などを企画し、

楽しく交流しています。組合についてわ

からないことは職場の先輩から話を聞い

て、興味を持ってもらえたら嬉しいです。

女性部

青年部長
○○○○

ようこそ
県医労へ

女性部長
○○○○

青年部
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深
め
ま
し
ょ
う
。

　

慣
れ
な
い
仕
事
は
時
間
が
か

か
る
も
の
。
仕
事
の
手
順
や
物

品
の
場
所
を
覚
え
る
だ
け
で
精

一
杯
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

帰
宅
時
刻
に
な
っ
て
も
仕
事
が

終
わ
ら
な
い
時
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か
。
そ
の
ま
ま
帰

宅
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

実
際
に
は
そ
う
も
い
き
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
基
本
は
定
時
で

帰
る
こ
と
。
仮
に
時
間
外
ま
で

を
か
け
、
不
安
を
解
消
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

　

県
立
病
院
に
は
、
正
規
職
員

の
約
７
割
（
医
師
を
除
く
）
が
加

入
す
る
「
労
働
組
合
」
が
あ
り

ま
す
。
正
式
名
称
は
「
岩
手
県

医
療
局
労
働
組
合
（
略
称
＝
県

医
労
）」。
看
護
は
も
ち

ろ
ん
医
療
技
術
や
事
務
、

栄
養
管
理
な
ど
、
職
員

で
あ
れ
ば
臨
時
職
員
や

パ
ー
ト
職
員
で
あ
っ
て

も
加
入
で
き
ま
す
。

　

県
医
労
で
は
、
労
働

条
件
の
改
善
と
労
働
者

の
生
活
向
上
を
め
ざ

し
、
組
合
員
と
そ
の

家
族
の
福
利
厚
生
も

行
っ
て
い
ま
す
。
権
利

な
ど
様
々
な
学
習
活
動
、
旅
行

や
食
事
会
な
ど
の
文
化
活
動
も

あ
り
、
青
年
部
（
30
歳
ま
で
の

組
合
員
）
で
は
季
節
に
応
じ
、

キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
交
流
会
な
ど
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
労
働
組
合
に

加
入
し
、
と
も
に
学
び
親
睦
を

働
い
た
場
合
に
は
、
別
途
手
当

が
発
生
し
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
の
こ
と
を
「
超

勤
（
超
過
勤
務
）」
と
も
言
い

ま
す
。
日
勤
な
ら
始
業
８
時
30

分
前
、
終
業
17
時
15
分
以
降
は

も
ち
ろ
ん
、
昼
休
憩
（
60
分
）

に
休
め
な
い
分
も
全
て「
超
勤
」

で
す
。「
働
い
た
分
は
請
求
す

る
」の
は
当
然
で
、新
人
で
あ
っ

て
も
法
律
で
の
区
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
間
ら
し
く
生
き
、
働

い
て
い
け
る
職
場
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　「年次有給休暇」は、個人が自由に取得
できる休暇です。病気休暇などとは違い、
取得に特別な理由は一切不要。行事や予定
が特になくても、休みたい時に請求できま
す。個人の「権利」であり、病院長や職場
上司から「もらう」ものではありません。「年
次はあげられない」などと平気で言う職場
管理者がいますが、それは大きな間違いで
あり権利侵害です。
　交代制職場では、勤務表作成時に「休み
希望」として、他職員と事前調整していま
すが、あくまでも年次取得
の正式ルールは「有給休
暇処理簿」に記入し提出す
ること。使用者側には、休
暇を別の日に変更させる
権限（時季変更権）がありま
すが、あくまでも「病院の
事業運営に著しい支障が
ある」などの、特別な場
合に限定されています。

労
働
組
合
っ
て
何
？

定
時
に
帰
ろ
う

「
超
勤
」は
請
求
し
よ
う

よ
う
こ
そ
県
病
へ

年次休暇は
個人の「権利」です

　

新
採
用
者
・
転
入
者
を
迎
え
、

職
場
は
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で
は
、

勝
手
が
わ
か
ら
ず
戸
惑
い
も
多

い
も
の
で
す
。
疑
問
や
問
題
は

遠
慮
せ
ず
職
場
の
先
輩
に
た
ず

ね
、
迎
え
る
側
も
積
極
的
に
声

  
新
採
用
で
も
労
働
者

  
研
修
期
間
で
も
働
い
た
分
は

    
し
っ
か
り
超
勤
請
求
し
よ
う
！
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ゆらゆらくらげと
由良温泉の旅

「和の会席膳」
テーブルマナー講習会

　３月11日～ 12日、宮古支部は山形県へ支
部旅行に出かけました。支部からの参加者は
少なかったのですが、県北バス企画ツアーへ
の参加だったため、他のみなさんとも交流し、
楽しく過ごしました。
　宿泊は「日本の夕日百選の地」である由良
温泉。２日目には、鶴岡市の加茂水族館に行
き、ゆらゆらと揺れるくらげに癒されました。
開運パワースポットの荘内神社での祈祷、ラ
ンチは60分お寿司食べ放題などなど心もお腹
も大満足の２日間でした。

ゆらゆらくらげと
由良温泉の旅

　中央支部女性部は２月２５日、「メトロポ
リタンニューウィング」を会場に、テーブル
マナー講習会を開催し、和の会席膳のマナー
を学びました。
(参加者の感想）
　普段とはちがう食事を優雅にいただくこと
ができました。今回は和食の奥深さを、少し
ですが知ることができ、楽しかったです。お
酒を飲みながらもいいですねぇ～。次はぜひ
洋食コースに参加したいです。

　２月11日～ 12日、胆沢支部青年部は、北
上市瀬美温泉で「のんびり温泉を楽しむ会」
を開催しました。Ｘ線、リハビリ、看護科か
ら９名が参加し、買い出しから始まり、翌日
は夏油高原スキー場で楽しく過ごしました。
　交流を通して他職種との連携をつくり、仕
事にも役立て、また組合拡大をめざし、新採
用者への声かけもしていきたいと思います。

のんびり温泉を楽しむ会
胆沢支部

中央支部

宮古支部

「和の会席膳」
テーブルマナー講習会

  ２月28日（火）、高田支部は病棟・外来看護
師13名が参加して、「正循環シフト」の学習
会を開催しました。夜勤の有害性と、身体へ
の負担を少なく働き続けるための、正循環で
の夜勤のメリットについて紹介。高田病院で
は、１、２月は「12時間夜勤」を試行し、こ
の３月には三交代に戻っています。
　いろいろな勤務形態を経験しているからこ
そ「正循環シフト」を希望し、良さを実感し
て欲しいと思いました。（○○）

「正循環シフト」
学習会高田支部
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地元選出議員と医労連要請メンバー。左＝平野自民党議員、中＝黄川田民進党議員、右＝小沢自由党議員秘書

み
ん
な
で

　 
集
め
た

署
名
を
国
会
議
員
へ

が
不
可
欠
。『
夜
勤
交
替
制
勤

務
労
働
者
の
時
間
外
労
働
は
、

本
来
ゼ
ロ
で
あ
る
べ
き
』」
と

話
し
、
独
自
の
労
働
時
間
規
制

の
必
要
性
・
緊
急
性
を
自
ら
も

声
を
あ
げ
て
い
こ
う
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

岩
手
選
出
国
会
議
員
の
訪
問

で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
取
り
組
ん

だ
「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
署

名
」
岩
手
医
労
連
分
５
，６
８
５

筆
分
を
、
届
け
懇
談
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
署
名
の
取
り
組
み
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
の
実

現
、
社
会
保
障
の
改
悪
阻
止
を

求
め
た
２
０
１
７
年
・
春
の
中

央
行
動
に
、
全
国
か
ら
２
７
６

名
、
岩
手
か
ら
８
名
、
県
医
労

か
ら
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
会
議
員
要
請
に
先
だ
っ
て

行
わ
れ
た
学
習
会
で
、
数
々
の

過
労
死
認
定
裁
判
に
あ
た
っ
て

こ
ら
れ
た
川
人
博
弁
護
士
は
、

「
医
療
従
事
者
の
過
労
死
が
後

を
絶
た
な
い
」
と
指
摘
。
看
護

師
を
は
じ
め
夜
勤
交
替
制
勤
務

労
働
者
の
労
災
認
定
の
現
状
に

つ
い
て
、
労
働
者
の
負
荷
を
過

少
に
評
価
す
る
傾
向
が
強
く
、

実
情
に
合
わ
ず
、
抜
本
的
な
改

善
が
必
要
と
強
調
し
ま
し
た
。

「
夜
勤
交
替
制
勤
務
の
労
働
者

の
場
合
、
時
間
外
の
合
計
で
考

え
る
の
で
は
な
く
、
睡
眠
時
間

確
保
の
観
点
か
ら
過
労
死
ラ
イ

ン
（
健
康
危
機
ラ
イ
ン
）
を
考

え
る
べ
き
で
あ
り
、
相
当
時
間

の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制

　2016年度自治体・公立病院労組全国交流
集会が２月25日（土）～ 26日（日）日本医療
労働会館（東京）で開催されました。全国か
ら40名県医労からは本部２名が参加しまし
た。記念講演は、立教大学コミュニティ福
祉学部教授の芝田英昭氏。『地域医療構想の
現局面と自治体病院労組の役割』と題して
「安倍政権は、社会保障において自助・共助
を基本とし、医療・介護の公的責任を市場
化することにまい進している」と説明。「そ
の結果、高血圧症や糖尿病などの慢性疾患
の患者は受診をひかえ、脳血管障害や腎不
全など重篤な合併症を引き起こし、医療費
の節約にはならない。施設医療から在宅医
療へ、そして地域住民に、地域医療の課題
を丸投げしようとしている。地域医療構想
の本当の目的を見抜くことが大事だ」と指
摘しました。
　分科会は、①「賃金・労働条件の改善（夜
勤改善、増員）」②「地域医療を守るたたかい」
に分かれて交流しました。

地域医療構想の
本当の目的を見抜こう

署
名
を
国
会
議
員
へ

み
ん
な
で

　 
集
め
た

　

３
月
７
・
８
日
、
日
本
医
労
連
の
中
央
行
動
と
し
て
国
会
議

員
要
請
や
政
府
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岩
手
は
地
元
選
出
の

４
名
の
国
会
議
員
が
紹
介
議
員
を
応
諾
し
、
集
め
た
署
名
を
手

渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自由党・木戸口議員と医労連の要請メンバー

自治体病院労組全国交流集会
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３
月
８
日
は
国
際
女
性
デ
ー
。

男
女
平
等
・
女
性
の
権
利
、
平

和
を
求
め
世
界
の
女
性
た
ち
と

連
帯
す
る
日
で
す
。
盛
岡
市
で

は
、
勤
労
福
祉
会
館
を
会
場
に

46
名
（
県
医
労
か
ら
は
１
支
部
・

本
部
３
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
農
民
連
女
性
部
長

の
久
保
田
み
き
子
さ
ん
が
、
国

際
活
動
か
ら
見
え
る
連
帯
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

久
保
田
さ
ん
は
、
昨
年
２
月
、

国
連
の
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会

（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
）
で
審
議
の
傍
聴

と
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
い
、
ア
ジ

ア
の
農
民
運
動
組
織
の
仲
間
た

ち
と
は
世
界
的
な
課
題
に
取
り

組
み
交
流
し
て
い
ま
す
。
組
織

の
大
き
な
目
標
の
ひ
と
つ
に
女

性
へ
の
暴
力
の
根
絶
が
あ
り
、

裏
返
せ
ば
、
世
界
中
で
女
性
へ

の
暴
力
が
行
わ
れ
て
い
る
現
れ

だ
と
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
分
た
ち
が
作
り
た
い
も
の
を

生
産
す
る
権
利
、
食
文
化
を
守

り
、
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

物
を
食
べ
る
権
利
を
守
る
「
食

糧
主
権
」
や
家
族
農
業
を
基
本

と
し
た
政
策
を
求
め
て
運
動
し

て
い
ま
す
。「
国
民
を
無
視
し
、

暴
走
す
る
安
倍
政
権
に
ノ
ー
を

突
き
つ
け
る
こ
と
こ
そ
、
大
き

な
国
際
連
帯
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
実
現
す
る
道
。
日
本
母
親

大
会
に
多
く
の
女
性
た
ち
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
政
治
は
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
共
有

し
ま
し
ょ
う
」
と
結
び
ま
し
た
。 話に聞き入る参加者

　３月３日、盛岡市で女性５団体による「ひな祭りレッ
ドパレード」が行われました。参加者は怒りを表す赤を
身につけて、昼休みで賑わう大通を「戦争法廃止」「自
衛隊員のいのちを守れ」と声をあげてパレードしました。
　その後、「安倍政治を許さない」スタンディング行
動と合流し、「共謀罪反対！」とアピールしました。

2017
国際女性デー
岩手県集会

世界の女性と手をつなぎ
平和・ジェンダー平等へ

世界の女性と手をつなぎ
平和・ジェンダー平等へ

講師の久保田みき子さん

 怒りの赤で
  戦争する国づくりに

  ８月、岩手で開催される第63回日本母
親大会。全体会会場の壁面を飾る「私の
要求つぶやきカード」の取り組みはすす
んでいますか？それぞれの地域母親連絡
会に参加、協力し、岩手大会成功のため
に力を合わせましょう。

すすんでいますか？
私の要求つぶやきカード NO！
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福島第一、いまだ収束せず
さようなら原発集会

　もう原発はいらな
い、「さようなら原発
岩手県集会2017」が
２月25日、盛岡市サ
ンビル７階ホールで
開催され、県内各地

から約450人が参加しました。
　岩手県にも多くの放射性物質をふりまいた福島第
一原発事故。いまだ収束せず、冷却作業、除染作業
などが続いています。賠償を求める裁判では、国・
東電に対し、福島県全市町村からと県外への避難者
あわせて約4,200人が原告となり、たたかっています。
　集会後は盛岡市内をデモ行進しました。

複
数
で
共
有
す
れ
ば

21
日
の
閣
議
決
定
に
抗
議
し
、盛
岡
で
緊
急
学
習
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
危
険
性
を

学
び
、
抗
議
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
上
げ
ま
し
た
。

　

講
師
の
佐
々
木
良
博
弁
護
士

は
、
テ
ロ
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
は

口
実
に
す
ぎ
ず
、
本
当
の
目
的

は
政
府
が
行
う
戦
争
に
、
国
民

を
協
力
さ
せ
る
ツ
ー
ル
だ
。
過

去
の
治
安
維
持
法
も
そ
う
だ
っ

た
よ
う
に
、
国
民
の
考
え
を
「
取

り
締
ま
る
」
恣
意
的
な
運
用
で
、

戦
争
協
力
に
向
か
わ
せ
る
と
指

摘
。
武
力
で
な
く
、
平
和
な
交

渉
で
物
事
を
解
決
し
て
い
く
国

で
あ
る
こ
と
が
大
事
。
な
ん
と
し

て
も
廃
案
に
し
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
出
版
労
連
出
版

研
究
室
・
主
任
研
究
員
の
前
田

能
成
さ
ん
は
、
す
で
に
成
立
さ
せ

ら
れ
た
特
定
秘
密
保
護
法
と
あ

い
ま
っ
て
、
取
材
、
報
道
活
動
へ

の
圧
力
、
萎
縮
効
果
が
考
え
ら

　

過
去
に
３
回
も
国
会
に
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
国
民
の
大
き

な
反
対
の
世
論
で
廃
案
と
な
っ

た
「
共
謀
罪
」
が
、「
戦
争
す
る

国
」
を
め
ざ
す
安
倍
政
権
の
下

で
、
ま
た
、
国
会
に
提
案
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
会
提
出
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
３
月
21
日
、
盛
岡
市
「
県
公

会
堂
」
で
共
謀
罪
緊
急
学
習
会

れ
、
そ
れ
は
取
材
す
る
側
の
記

者
だ
け
で
な
く
、
情
報
を
提
供

す
る
側
に
も
萎
縮
が
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
「
事
実
」
が
隠

さ
れ
、
報
道
さ
れ
な
く
な
る
と

指
摘
。
メ
デ
ィ
ア
の
労
働
者
と
し

て
も
反
対
を
叫
び
続
け
る
と
結

び
ま
し
た
。
最
後
に
県
民
へ
の
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。
集

会
に
は
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

プラカードで抗議のシュプレヒコール

が
毎
月
の
デ
モ
行
進
を
実
施
。

３
月
は
17
日
（
金
）
に
開
催
し
、

署
名
行
動
も
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
自
衛

隊
の
撤
退
を
決
断
さ
せ
、
次
は

「
戦
争
法
」
の
廃
案
だ
と
、
気
勢

を
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
中

央
執
行
委
員
会
も
あ
り
、
全
員

デ
モ
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
戦
争
法
」
が
強
行
採
決
さ
れ

た
19
日
を
中
心
に
、
全
国
で
抗

議
の
集
会
・
デ
モ
行
進
が
継
続

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

盛
岡
で
も
、「
戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
岩
手
の
会
」（
幹

事
団
体
＝
県
生
協
連
、
県
消
団

連
、
平
和
環
境
県
セ
ン
タ
ー
、
憲

法
改
悪
反
対
県
共
同
セ
ン
タ
ー
）

　
南
ス
ー
ダ
ン
か
ら
撤
収
決
定
、次
は
戦
争
法
廃
止
を

　
　
共
同
広
げ
、17
日
昼
デ
モ
、宣
伝

「
共
謀
罪
」

上司の
グチも
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毎
日
楽
し
い
な
ぁ
と
思
っ
て

働
く
日
々
、
毎
日
い
や
だ
な
ぁ

と
思
っ
て
働
く
日
々
。
見
え
て

く
る
も
の
が
全
く
違
い
ま
す
。

中
央
支
部
　
あ
っ
さ
ん

　

　

　

ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。案
外
、楽
に
使
え
て
良
か
っ

た
で
す
。
で
も
、
便
利
な
こ
と

の
裏
に
は
危
な
い
こ
と
も
潜
ん

で
い
る
の
で
、
気
を
つ
け
な
い

と
い
け
な
い
で
す
ね
。

磐
井
支
部
　
ベ
ガ

　

　

　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
代
わ

り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
職
場

も
一
緒
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
。
仕
事
が
大
変
で
も
、「
こ

の
人
の
下
で
働
け
る
な
ら
」
と

思
わ
せ
る
ほ
ど
の
人
が
上
司

だ
っ
た
ら
、
部
下
が
大
事
に
さ

れ
て
い
る
事
を
実
感
で
き
る
な

ら
、
離
職
率
は
こ
ん
な
に
高
く

な
い
の
で
は
…
。

大
船
渡
支
部
　
リ
ア
ル
ぷ
ー
さ
ん

２
月
号
パ
ズ
ル

２
月
号
パ
ズ
ル

　

２
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
41
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
２
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ゆ
ら
、
た
か
の
マ
マ（
以

上
、
一
戸
支
部
）、
今
日
は

良
い
天
気（
本
庁
支
部
）、
猫

大
好
き
、
ｎ
ｉ
ｍ
ｙ
、
落
花

生（
以
上
、
中
央
支
部
）、
ゆ

き
だ
る
ま（
磐
井
支
部
）、
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ（
南
光
支
部
）、

お
む
す
び
ま
ん
、
み
た
マ
マ

（
以
上
、
宮
古
支
部
）

　

Ｕ
タ
ー
ン
組
で
す
。
都
会
の

職
場
と
ど
う
し
て
も
比
較
し
て

し
ま
い
ま
す
。
最
近
は
、
採
用

も
定
員
割
れ
し
、
若
手
の
退
職

者
も
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
若
者
が
定
着
し
て
い

く
よ
う
な
職
場
環
境
づ
く
り
を

組
合
か
ら
も
提
案
・
要
望
し
て

ほ
し
い
で
す
。二

戸
支
部
　
象
足

　

　

　

無
事
産
休
に
入
り
ま
し
た
。

夜
勤
免
除
も
妊
婦
は
取
れ
る

権
利
が
あ
る
の
で
、
み
ん
な

取
れ
る
と
い
い
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。
人
が
少
な
い
と
な
か

な
か
取
れ
な
い
け
ど
、
取
れ

た
私
は
病
棟
の
み
な
さ
ん
に

感
謝
で
す
。

胆
沢
支
部
　
姉
妹
マ
マ

　

　

　

早
く
あ
っ
た
か
く
な
っ
て
、

家
族
み
ん
な
で
サ
ク
ラ
を
み
た

い
な
ぁ
。

宮
古
支
部
　
お
む
す
び
ま
ん

　

東
日
本
大
震
災

津
波
か
ら
６
年

余
。
食
堂
を
営
ん

で
い
た
65
歳
の
女

性
は
、
津
波
で
流

さ
れ
た
店
舗
の
本

格
再
開
を
め
ざ
し

て
必
死
に
歩
ん
で

き
た
。
本
設
に

な
っ
た
今
、
時
折
不
安
が
よ
ぎ

る
。「
今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た

け
れ
ど
、
大
き
な
借
金
を
背

負
っ
て
、
高
齢
に
な
っ
て
い
く

自
分
が
果
た
し
て
返
し
て
い
け

る
の
か
」
と
▼
福
島
第
１
原
発

事
故
で
避
難
し
て
い
る
住
民
は

約
７
・
９
万
人
。
う
ち
県
外
は

約
４
万
人
。
原
発
事
故
に
よ
っ

て
ふ
る
さ
と
を
追
わ
れ
た
人
た

ち
が
遭
っ
て
い
る
差
別
や
偏
見

は
、「
加
害
者
の
責
任
が
は
っ

き
り
せ
ず
、
被
害
者
の
立
場
や

権
利
が
曖
昧
に
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
い
じ
め
や
住
民
の
心
の
分

断
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

の
指
摘
が
あ
る
。
３
月
17
日
、

群
馬
県
に
避
難
し
た
住
民
ら
が

国
と
東
電
に
損
害
賠
償
を
求
め

た
訴
訟
の
判
決
が
前
橋
地
裁
で

あ
っ
た
。
裁
判
長
は
「
津
波
の

予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
（
防
ぐ

こ
と
が
可
能
だ
っ
た
）」
と
認

め
、
国
と
東
電
に
損
害
賠
償
の

支
払
い
を
命
じ
た
。
同
様
の

訴
訟
は
全
国
で
約
30
件
、
約

１
万
２
千
人
が
立
ち
上
が
っ
て

い
る
▼
「
保
育
所
落
ち
た
！

ニ
ッ
ポ
ン
死
ね
！
」
の
ブ
ロ
グ

か
ら
１
年
余
。
保
育
所
の
深
刻

な
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。「
働
き
方
改
革
」
で
も
「
時

間
外
労
働
１
０
０
時
間
未
満
」

Ｏ
Ｋ
で
、
健
康
に
働
け
る
人
間

は
い
る
の
か
？
▼
森
友
学
園
の

国
有
地
払
い
下
げ
の
問
題
を

巡
っ
て
も
、
お
友
だ
ち
グ
ル
ー

プ
で
国
の
税
金
を
何
と
か
し
よ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
？
と

勘
ぐ
っ
て
し
ま
う
。そ
し
て「
テ

ロ
等
準
備
罪
」
と
い
う
名
の
共

謀
罪
が
通
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

こ
ん
な
勘
ぐ
り
を
書
い
た
だ
け

で
、
私
は
犯
罪
者
に
な
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。 

（
る
）
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中
心
に
、
昼
休
み
に
職
場
対
抗
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
や
、
ド
ク
タ
ー

も
混
じ
っ
て
運
動
会
も
開
催
し
ま

し
た
。
新
聞
に
そ
の
結
果
を
載
せ

て
配
っ
た
り
。
当
時
は
、
昼
休
み

が
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た
ね
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　

40
代
か
ら
は
女
性
部
の
役
員
を

引
き
受
け
、
県
医
労
女
性
部
の
韓

国
ツ
ア
ー
や
、
広
島
で
の
日
本
母

親
大
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

看
護
師
と
し
て
、
人
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
い

ま
、
看
護
師
を
育
て
る
現
場
が
、

あ
ま
り
に
も
忙
し
く
な
り
す
ぎ
て

い
る
こ
と
に
危
機
感
を
感
じ
て
い

ま
す
。「
定
年
ま
で
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
青
年
部

が
楽
し
い
と
団
結
し
、
組
合
が
身

近
に
な
る
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
も
、
組
合
へ
の
加
入
を
呼

び
か
け
、
組
合
活
動
に
激
励
、
エ
ー

ル
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
岩
手
で
の
日
本
母
親
大

会
、「
ゼ
ッ
タ
イ
行
き
ま
す
」
と
元

気
、
ゲ
ン
キ
。

気
だ
っ
た
」
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

母
が
縫
製
会
社
で
働
き
、
労
働
組

合
員
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
入
っ

た
方
が
い
い
よ
」
と
後
押
し
し
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
津
波
の
時
に

は
、
大
船
渡
病
院
で
外
来
勤
務
中
。

カ
ル
テ
が
散
乱
し
、
足
の
踏
み
場

も
な
く
な
り
ま
し
た
。
病
院
か
ら

自
宅
に
帰
れ
な
い
日
が
２
、３
日
続

き
、
さ
ら
に
ガ
ソ
リ
ン
不
足
で
身

動
き
が
取
れ
ず
、
外
来
ホ
ー
ル
が

患
者
や
避
難
者
で
溢
れ
か
え
っ
た

こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

青
年
部
の
キ
ャ
ン
プ
や
ア
ク
ト
・

イ
ン
・
サ
マ
ー
な
ど
の
行
事
は
楽

し
い
思
い
出
で
す
。「
メ
ー
デ
ー
の

横
断
幕
を
青
年
部
の
み
ん
な
で
徹

夜
で
作
っ
た
」
の
も
忘
れ
が
た
い
思

い
出
の
ひ
と
つ
。「
昔
は
青
年
部
を

　

看
護
師
を
志
し
た
の
は
、
県
立

病
院
の
職
員
だ
っ
た
叔
父
や
、
母

か
ら
の
薦
め
。「
女
も
手
に
職
を
」

と
い
う
考
え
か
ら
で
し
た
が
、
一

方
で
「
貧
し
い
地
域
だ
っ
た
こ
と

も
遠
因
か
も
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
も
、「
白
衣
の
天

使
」
も
、
専
門
学
校
に
入
っ
て
知
っ

た
言
葉
で
し
た
。

　

一
関
の
高
等
看
護
学
院
卒
業
後
、

希
望
し
た
大
船
渡
病
院
で
看
護
師

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
先
輩
に
も
恵

ま
れ
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
も

鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
医
労
に
加
入
し
た
の
は
、
就

職
し
て
す
ぐ
の
５
月
。「
当
時
は
組

合
に
入
る
の
は
当
然
と
い
う
雰
囲

○○○○○○さん
（大船渡支部）

　３月末で、39年勤めた大船渡病院を定年退
職する○○○○○○さん。青年部や女性部、支
部での組合活動を通じて、たくさんの友人を
得ました。2001年からは15期連続で本部女性
部役員を務め、しっかり支部に後継者も育て
ました。これまでの活動を振り返っていただ
きました。

組
合
活
動
が
人
を
つ
な
げ
る

青
年
部
活
動
が
団
結
を
生
む 

看
護
師
に
な
っ
た

き
っ
か
け

組
合
加
入
の
き
っ
か
け

組
合
活
動
の
思
い
出

今
、伝
え
た
い
こ
と

退職者インタビュー



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

４
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

４月の予定
５日（水）	 県医労看護部会（県民会館）

８日（土）	 いの健センター学習会（県民会館）

15日（土）～ 16日（日）

	 退職者をねぎらう集い（あきた芸術村）

22日（土）	 県医労拡大支部長会議（県民会館）

22日（土）～ 23日（日）

	 日本医労連役員セミナー（新潟）

５月の予定
１日（月）	 第88回メーデー

３日（水）	 憲法記念日のつどい

13日(土)	 ナースウェーブ集会（おでって）

19日(金)	 県医労支部長会議（県民会館）

26日（金）～ 28日（日）

	 日本医労連沖縄平和ツアー

いのち・暮らし・看護を守るために

5月13日㈯13：00～16：00
プラザ「おでって」ホール（盛岡）

20172017ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会ナースウェーブ集会

♥ 記念講演「人権としての社会保障
　　　　　　― いのち守るために ―」（仮）

　 講師 渡部容子 さん（盛岡さくら法律事務所  弁護士）

♥ リレートーク

♥ 白衣のパレード


